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運動・スポーツの大切さを科学的に解説

良い動き　小さい体　いっぱいに

子供の発達特性  発育発達には個人差があります

　子供の成長の進み具合には個人差がありま
す。特に小学校低学年頃までは、体の大きさと
成長段階には関わりが深く、体の大きい子供は
小さい子供に比べて成長段階が進んでいるとと
らえられます。
　体の大きさは運動のパフォーマンスにも影響
を及ぼし、体の大きい子のほうが走るのも速く、
遠くまで跳べるという傾向が見られます。教育
現場では学年で分類されることが多いので、同
一学年では生まれ月によって成長度合いも異な
り、一般に早生まれの子は体が小さく、さらに
低学年ほどそれは顕著にあらわれます。
　大人はそのことを十分に踏まえたうえで、特
に幼少期には記録や結果のみにこだわることな

く、どの子も運動の楽しさを十分に味わえるよ
うな雰囲気と環境づくりを工夫していくことが
重要です。

　最近のCMでは、子供とゲームをして遊ぶ保
護者の姿が流れることがよくあります。もちろ
ん、そういった遊びも楽しいでしょう。しかし、
時には外で元気に遊んでみませんか。公園で遊
具を使って遊んでも良いですし、キャッチボー
ルやサッカーなどのスポーツをしても良いで
しょう。
　もしかしたら、「運動は苦手」という保護者の
方もいらっしゃると思います。そんな方は「動
くジャングルジム」になってください。ちょっ
と踏ん張って立っているだけで良いのです。子
供を抱きつかせたり、おんぶしたり、肩車した
りしてください。力こぶを作って、子供を腕に
ぶら下げても良いでしょう。そんなことをして
いると、子供はお腹から背中へ、またお腹へと

抱きつきながら回りだすかもしれません。
　きっと、子供は大好きな保護者に必死になっ
てしがみつくでしょう。その過程で子供の成長

（体重、身長、筋
力など）を感じ取
れるはずです。そ
して、ぎゅっと抱
きしめて「大きく
なったね」と声を
かけてください。

体を動かして遊ぼう！

大人は動くジャングルジム！？
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